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の 株式譲渡益特別控除の所有期間は先入先出法で

Q ●
● 長期所有上場株式の100万円特別控

除制度がスタートしましたが、同一銘柄を2

回以上にわたって取得している場合、所有期

間が1年以上かどうかはどのように判定する

のでしょうか。

A ●
● 先に取得したものから順次譲渡をした

ものとみなす先入先出法で判定することにな

ります。

【解説】

この10月から、長期所有上場株式を譲渡

した場合の100万円特別控除制度がスター

卜しています。

この特別控除の対象となる株式の要件は、

｢所有期間が1年を超えるもの」となってい

ます。この場合、2回以上にわたって同一銘

柄の株式を取得している場合の所有期間につ

いては、先に取得したものから順次譲渡をし

たものとして判定することとされています。

さらに、1年超所有していることの証明に

ついては、①1銘柄ごとの譲渡の直前におい

て所有していた株数と、②その譲渡日前1年

以内に取得した株数を明細書に記載すること

とされています。

また、株式の譲渡益を計算するに当たって

必要になる取得価額は、証券会社から送られ

てきた取引報告書で確認することができます。

なお、1株当たりの取得価額の計算は、譲渡

日現在所有していたその銘柄に係るすべての

株式の取得価額の合計額を持ち株数で割った

金額を1株当たりの取得価額とする総平均法

で計算することになります。
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